
                       平成２８年１１月１６日 

         緊急時の対応についての確認 

１． レベル１、２、３の扱い 

 

⑴  レベル１：学年ごとの一斉下校（学年で確認して地区別に下校する）  

在校中に近隣の地域で不審者情報が寄せられた時等が考えられる。   

⑵  レベル２：全校生の一斉下校（全校生が登校班で集団下校する）  

在校中に久代小学校区で危険を伴う不審者情報が寄せられた時や、大雨・

洪水・暴風・大雪警報が発令された時等が考えられる。 

下校時間が早目になる場合について、隣近所の方に対応を依頼するなど、

近所の方と対応の仕方を話し合い、各ご家庭で確認しておいてください。   

⑶  レベル３：保護者引き渡し（保護者等の確認を行い、引き渡す）  

大型地震による大きな災害が起こったときや、久代小学校区で重大な犯罪

が起こり、犯人が逃亡中の場合等が考えられる。  

 

２． 午前７時までの警報発令時の対応 

 

⑴  午前 7 時までに発令 → 自宅待機  

⑵  午前 9 時までに解除 → 登校班での集団登校 

（大雪警報の時：登校が困難と判断したときは緊急メールにて指示を出す） 

⑶  午前 9 時までに解除されない場合 → 臨時休業  

 

３． 登校時における警報発令時の対応【レベル２、３】 

 

  学校待機、一斉下校、保護者引き渡しの３パターンがあります。  

  緊急メールを配信します。  

 

⑴  学校待機【レベル２】 

{しばらくの間、平常通りの授業を行い、下校時刻を目処に一斉下校（登校班

での集団下校）を行う。高学年と低学年に分けて行うこともある。} 

給食を食べ終わり、午後の授業に入っている時に発令された場合が考えられ

る。 

①  緊急メールの配信。 

②  児童は一斉下校（登校班での集団下校）をする。  

③  オレンジクラブの児童はオレンジクラブに行く。  

☆登校班での集団下校時は、担当教師が朝の集合場所まで見送る。  



 

⑵  一斉下校【レベル２】 

{気象情報を読み取り、安全な時間帯に一斉下校（登校班での集団下校）を行

う。} 

登校時や登校後、早い時間に発令された場合が考えられる。 

①  緊急メールの配信。  

②  各担任は下校可能児童を確認する。（自分で家に入れるか確認する。） 

③  学校待機児童は一か所に集まり待機する。 

④  下校可能児童は一斉下校（登校班での集団下校）をする。 

⑤  学校待機児童は１４時３０分に一斉下校をする。  

⑥  オレンジクラブの児童は保護者と連絡をとり出迎えを依頼する。 

    ☆学校待機児童とは、自宅の鍵を持たず、下校しても家に入ることの  

できない児童  

    ☆下校可能児童とは、自分で家に入ることができる、または、緊急時  

には近所の方と約束ができていて家に入ることができる児童。 

    ☆登校班での集団下校時は、担当教師が朝の集合場所まで見送る。  

 

⑶  保護者引き渡し【レベル３】 

{気象情報、危険情報・状態を把握し、保護者に引き渡しを行う。} 

通学路において危険な状態が発生している場合が考えられる。 

①  緊急メールの配信。  

②  メール登録をしていない保護者には電話連絡をする。  

③  児童は運動場、または体育館または教室で保護者の出迎えを待つ。  

④  学校待機児童は保護者と連絡を取り個別に対応する。  

⑤  オレンジクラブの児童は保護者と連絡をとり個別に対応する。  

 

４． その他 

⑴  緊急メールはレベル２以上の時に発信する。緊急メールの文末に「既読、未

読チェック欄」をつけて発信する。  

⑵  今回再確認したことに基づき対応するが、緊急時には変更することもある。 

 


